
■資料１．平成２０年度「質の高い大学教育推進プログラム」同志社大学政策学部　申請プログラム全体概念図

　

　

　　　　　「全国大学政策フォーラムin登別」
　　　　　　　　　　　　　　　　　（毎年秋開催）

　　　　　「全国大学まちづくり政策フォーラム
　　　　　　　　　　　　in京田辺」（毎年春開催）

 
　

　

　

　　　「人材養成の指針」の達成
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全国大学政策フォーラムin
登別 ※公募（京都府立大学等、他大学学生の参加）

「大学院生アカデミックアド
バイザーグループ」の活用

政策レファレンス「地域連携を考える」
等関連科目の履修

　例：政策過程論、政策評価論、
　　　ＮＰＯ・ＮＧＯ組織、地方自治論等

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質の高い大学教育の推進

政策現場での実践経験により、学生自身による学習成果の自己点検・自己管理を実現し、その結果を正課教育での指導上
活用していくシステム（多面的な成績評価指標による厳格な成績評価」）により教育方法の改善をはかる。それにより本学部
の教育研究目的ならびに人材養成の指針を達成し、質の高い大学教育を推進していく。

　

　　　　　　　       　「政策提案能力を養う理論と実践との交流教育」
　　　　　　　　～同志社大学政策学部PBL教育と京都府地域力再生活動の連携～

　　　　　　　は学生の動きを表す

「学生自主企画補助制度」
－学びの成果を生かした主体的な社会貢
　　献活動等への金銭的支援－

　　　「ポリスタ２４ｈｏｕｒｓ」
　　　－自らの「学び」のプロセスの携帯電話
　　　　を使ったリアルタイムな情報発信－

「フィールドリサーチ」
－自らのテーマで現場を実体験し、
　　問題発見・解決策を考察－

「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」、「演習Ⅲ」、
「卒業研究演習Ⅰ」、「卒業研究演習Ⅱ」
－教員の個別指導－

「ＦＹＥ］，「政策学入門」，「政策トピックス」
－法律、行政、政治、経済、組織経営等の各専門分野教員
からの現代社会の政策課題について話題提供－

知的関心の「加速」

学ぶ意欲の「増幅」

「地域創造政策」
－公共機関の第一線で活躍している現職による
リレー講義－

「分権時代の政策過程～けいはんなで学ぶ政策の意味～」
－全学共通教養教育科目として全学部生への開放講義－

履修モデル『政策レファレンス』の設定
－“しばる”から“いざなう”へ－

「アカデミック・スキル１，２（読解）（分析）（構想）（伝達）」
－関心をもったテーマに対する基本スキルの提供－

知的好奇心の「始動」
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政策学部事務室京都府自治振興課

体験活動支援主体的学びの支援
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全国大学まちづくり政策
フォーラムin京田辺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多面的な評価指標による厳格な成績評価の実現
　　　～学生による「自己評価」＋市町村や府の公務員や議員による「外部評価」＋演習等の指導教員による「総合評価」～

　　　　　　　　　　　　　　　アカデミックな基本スキルの修得
　　～　ディスカッション能力、グループ・プロジェクト能力、課題整理能力　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的なチャレンジの場
　　　～　アカデミック・スキル２（構想）、政策トピックス、プロジェクト演習、演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、卒業研究演習Ⅰ･Ⅱ　～

　　「教育研究目的」の達成

公共政策系を中心とした
演習担当教員の集団指導

外部評価と内部評価


